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法政大学出版局　2020年2月20日配本　定価5940円（本体5400円＋税） 四六判上製・492頁
エルンスト・ミュラー 編訳／石丸昭二 訳 《叢書・ウニベルシタス 976》

ゾーハル カバラーの聖典 〈新装版〉 ISBN978-4-588-14054-9 C1310

　一千年以上にわたる民族離散の歴史を背景に、13世紀スペインに出現した作者未詳の伝承テクスト『ゾーハル』
（光輝の書）。ユダヤ神秘主義において聖書やタルムードと同列に置かれ、後世のメシアニズムに深い影響をもたら
したこの聖書解釈の聖典を、作家ミュラーによるヘブライ語（アラム語）原典からのドイツ語抄訳に基づいて初めて
邦訳。その貴重な解説「ゾーハルとその教義」も併録。 【哲学・思想】

☆関連書：ジェラール・ベンスーサン『メシア的時間』（小局刊）。

法政大学出版局　2020年2月25日配本　定価5500円（本体5000円＋税） A5判上製・376頁
李鍾元、木宮正史、浅野豊美 編著
歴史としての日韓国交正常化 Ⅰ 東アジア冷戦編 〈新装版〉  ISBN978-7-588-37716-7 C3020

★ 　14年近くに及んだ日韓国交正常化交渉は外交史に残る難交渉のひとつとなった。本書は、日韓会談の最大の焦
点だった「請求権問題」が「経済協力方式」で決着が図られる過程、日本の国内政治が日韓会談に与えた影響、北朝鮮
という要因が日韓会談と日朝関係に及ぼした影響などについて、近年、日韓両国で公開された数万枚の外交文書をもと
に歴史的な解明をめざす国際共同研究の成果。 【東アジア国際関係史】
☆関連書：李東俊『未完の平和』、権赫泰『平和なき「平和主義」』（小局刊）。

法政大学出版局　2020年3月下旬配本　予価4400円（本体4000円＋税） A5判上製・350頁
川村洋子、柴田和史 編著 《現代法研究所叢書 46》

一般社団法人法解説 上（仮）  ISBN978-4-588-63046-0 C1332

　一般社団法人が誕生してから10年が過ぎ、今や利益追及を公言してはばからない一般社団法人が全国で乱立し
ている。このような一般社団法人については、法令・定款・各種契約を遵守すべき義務が厳格に適用されるため、法
令・定款・各種契約等に違反・抵触したときの巨額の損害賠償額を含めた責任の取り方が現実問題になっている。
一般社団法人に係わるすべての人の待望の必携書。 【一般社団法人研究】

☆関連書：柴田和史、野田博編著『会社法の実践的課題』、西田幸介編著『行政課題の変容と権利救済』（小局刊）。

法政大学出版局　2020年3月19日配本　定価3080円（本体2800円＋税） 四六判上製・184頁
E.M.シオラン 著、金井 裕 訳 《叢書・ウニベルシタス 506》

敗者の祈禱書 〈新装版〉 ISBN978-4-588-14055-6 C1310

★ 　未曾有の出来事の中で、己の出自への激しい否定の感情と共に文明の凋落と歴史の黄昏を生の根本感情として
内面化し、「形而上の流謫者」「世界市民」としての新たな出発を告げる転位の書。ペシミニズムの思想家として再
評価高まるシオランが、1940‒45年、占領下のパリで、故国と訣別した孤独な異邦人として記した青春放浪記。

 【哲学・思想】
☆関連書：シオラン『生誕の災厄』（紀伊國屋書店）、大谷崇『生まれてきたことが苦しいあなたに：最強のペシミスト・シオランの思想』（星海社新書）

①  配本希望部数をご記入のうえ郵送またはFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書を注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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法政大学出版局　2020年2月25日配本　定価5500円（本体5000円＋税） A5判上製・460頁
李鍾元、木宮正史、浅野豊美 編著
歴史としての日韓国交正常化 Ⅱ 脱植民地化編 〈新装版〉  ISBN978-7-588-37717-4 C3020

★ 　14年近くに及んだ日韓国交正常化交渉は外交史に残る難交渉のひとつとなった。本書は、日韓会談の最大の焦
点だった「請求権問題」が「経済協力方式」で決着が図られる過程、日本の国内政治が日韓会談に与えた影響、
北朝鮮という要因が日韓会談と日朝関係に及ぼした影響などについて、近年、日韓両国で公開された数万枚の外
交文書をもとに歴史的な解明をめざす国際共同研究の成果。 【東アジア国際関係史】

☆関連書：李東俊『未完の平和』、権赫泰『平和なき「平和主義」』（小局刊）。

法政大学出版局　2020年3月重版出来　定価3630円（本体3300円＋税） A5判並製・388頁
佐藤進一 著 

新版 古文書学入門  ISBN978-4-588-32011-8 C1021

　古文書学界の四半世紀に及ぶ研究の発展によって提起された問題を検討して自らの見解を示し，数 の々改訂・増
補を施し全面的に組み直された，佐藤古文書学の決定版。

 【歴史】
☆関連書：網野善彦『悪党と海賊』、石母田正『戦後歴史学の思想』（小局刊）。


